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釜山の都市プランの変遷











釜山は、韓半島南東部の海岸に位置する港湾都市で、現在韓国第2の 大都市である。 しか し、
近代都市 としてのその形成起源は短かい し、それも日本の近代植民地都市として出発 したと言
われている。このような 「釜山プラン」に関する主な研究は、朴元杓、文定昌、金義換、金鍾
園、許万亭、茵明海、尹珍淑、下貞姫、金鉄権、朴海陽および天野太郎などの業績1が あげら
れる。まず、これ らの研究で釜山形成の起源に関して記述 されていたことを確認する作業か ら、
釜山の地域性に対す る理解を高めていきたい。そのため、1970年 代か らの近代都市釜山の起
源に関する研究を紹介する。
まず、金鍾園氏は"釜 山は初期にわが国の意思と関係なく、主に 日本人により発達 されたの
で…"と 述べて2い る。
尹珍淑氏は"わ が国の都市発達は、王朝の興亡とか政治制度の変革と深 くかかわってお り、
そ して朝鮮時代までの過去の都市は、周辺地域との小規模的交易だけ行っている前産業的消費
都市の停滞状況におかれていた。 したがって、商工業などの経済機能による近代都市として発
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た"と 釜山におけるく日本専管居留地〉か らの市街地中心地が展開された状況にっいて論 じて4
いる。
朴海陽氏は"1876年 の開港を契機 にし、 日本人は居住生活に必要な居住地の造成 と用水開
発などで、釜山を開発 した。ついでに大陸侵略の準備などを目的に港湾 ・鉄道を建設 し、釜山
の市街地計画を樹立して市街地を本格的に開発することから釜山は近代都市 として形成 しはじ
めた"と 日本人の釜山開発 目的について述べて5い る。





いかかわ りがあることを韓 日研究者 ともに見解が一致していることがわかる。 しかし、近代都
市釜山が形成される以前にも、つまり、古代にまで逆ってみれば、釜山の近辺に 「伽椰」・「新
羅」とい う古代国家が存在 していたものの、一層 日本 と深い関わりをもっている釜lllの地域性
を吟味できると思 うが、ここではひとまず、1876年 開港前後の釜山に対 して、特に朝鮮時代
における日本との交流で成立する倭館の存置 と釜山の道路発達および聚落の形成状況からなる
釜山の地域性に関 して考えていきたい。そして、日本植民地近代都市としての釜山の形成 ・展
開過程を考察する。 さらに、 日本植民地時代の3大 都市である釜山 ・京城 ・平壌の鉄道駅周辺
の新市街地の地名を比較 ・検討 し、植民地時代における朝鮮の近代都市の新市街地の景観形成
の特徴 をみながら、古来から日本 との深い関わ りを持っている釜山の独 自的な地域性に関して
考えていきたい。
II開 港 前 の釜 山
開港前の釜山景観復原に関する主な研究には、金鍾遠、尹珍淑、朴敏禎などの業績7が ある。




関して研究8し ているが、注目される点は金氏が作成 している図1「 開港当時の釜山」から読
み取 られる朝鮮時代後期の釜山景観である。つま り、金氏は古地図と釜山港第1、2期 海陸設
備工事平面図、そして1972年 の農村振興庁の5万 分の1の 精密土壌図などの地図をもとにし、
4前 掲注1)金 鉄権2頁 。
5前 掲注1)朴 海陽7頁 。
6前 掲注1)天 野太郎3頁 。
























鮮時代にまで逆れることである。 さらに、間接参考資料 として、ひとつ加筆 したいことは、図










能段階別 に考えて、綜合的な視点から把握 しよ う10と している。図2「 倭館の変遷」は尹氏
が1871年 に編纂 した 「嶺南邑誌」の記述内容 と金義換氏の研究11を基に作成されているもので
あるが、正確的なものではない と思 うが、一応、朝鮮時代倭館の位置変動 と倭館周辺に形成さ






















尹珍淑 「日帝 下釜 山市 の都市構造」 か ら引用
朴氏が作成 している図 「18・19世紀東莱府の人文環境」では城郭 ・場市 ・駅院 ・烽燧などの




以上、上述 した三人の朝鮮時代釜山景観に関する復原作業の一部である図1、2を 通 して、





12朝 鮮 半島における朝 日両国の外交 ・貿易機能を有する地域である倭館 は朝鮮太宗7年(1407年)に 釜 山浦 と乃物浦が設
置されていた。そして、太宗18年(1418年)に は監浦が増設 されていた。 しか し、壬辰倭 乱以後、一時的に閉鎖され、釜
山一港のみに制限 されていたが、また釜 山に倭館 が設置 され ることとなる。 釜 山における倭館 の位置変動 は、釜 山浦倭館
(1407年 ～1592年)→ 絶影 島倭館(1599年 ～1607年)→ 豆毛浦倭館(1607年 ～1678年)→ 草梁倭館(1678年 ～1876
年)で ある。 豆毛浦倭館 の地域規模 は、東西126歩 、南北63歩 であ り、宴亭大庁と東館、西館などの建物が建 られていた。
草梁倭館 は1675年 に着 工し、1678年 に完工 された。建 物規模は、東西372間 、南 北256間 であり、主要公館 は宴大庁 と東
館や西館そして客舎 などの 日朝折衷式建物が建 られていた.草梁倭館の面積 は豆毛浦倭館 の約10倍 で、約11万 坪にもなって
いた。そして、館守 ・代官などの約454人 が定住 していた。前掲注1)金 鉄権18-26頁 。 から引用。
13前 掲注1)朴 敏禎。
14『 東莱府誌』は、朝鮮英祖16年(1740年)に 編纂 された地理誌 で当時の郡勢全般 に関 して比較的に祥 しく記述 されて
いる。 『与地 図書』 は、英祖33年 ～41年 に編 纂;された地理誌。『慶 尚道 邑誌』純祖33年(1832年)に 編纂;され た地理誌




①朝鮮時代の釜山においては、釜山鎮城 ・釜山浦倭館 ・場市 ・聚落 ・駅院などの地域構造因
子が、小規模的住民人口のせいかも知れないが、それぞれの必要性により混合され1か 所に集
中立地されている。この点がナシ ョナ リズムの強い近代植民地都市ではあま りみられない朝鮮
時代の釜山景観のひとつの特徴の景観であると思われる。勿論、朝鮮時代にも朝鮮人中心の
「東莱邑城」 と日本人中心の 「倭館」 とい う行政上での民族間居住分化をさせていたが、 しか
し朝鮮時代の海岸地域の倭館 中心の民問人聚落の分布形態か らみれば、商業活動人 らが自律的
に村を形成 していた と思われるし、朝鮮王朝の許容15もあった。
②道路の発達状況か らいえば、商業性の道路発達が目立つ。 とい うのは、釜山鎮城 ・釜山浦
倭館から東莱邑城にいたる道路や豆毛浦倭館から亀浦にいたる道路および草梁倭館か ら亀浦に
いたる道路が倭館 とむすびつけて発達 している。 この道路の発達形態構造か ら、その当時の道
路が利用 されていた状況に関して考察することができると思われる。この点の間接資料 となる
ことをまとめると、つぎのようである。
a.朝 鮮時代の釜山における豆毛浦倭館(現 在釜山駅が立地)か ら亀浦(現 在亀浦駅が立地)





















れないが、 しかし草梁倭館の北 図3朝 鮮時代の釜山景観













域性を考える場合、貿易を主にしていた海洋集団勢力の商業力と 「倭館」とい う存在を無視 し
て考えることはできないといえよう。
皿 開 港 後 の 釜 山
1876年 朝鮮と日本国の間に締結された 「江華島条約」第四款により朝鮮における釜山は最
初の開港場 となった。また1887年 「釜山港 日本居留地管理条約」によって釜山に日本のみを
対象 とした 「釜山日本帝国専管居留地」が設定 されることになって、釜山は本格的に近代都市












まに継承 していた。 しかし、それ以後、 日本人の居留人口が増加す ることにより、日本専管居
留地は次々に拡大 ・再編成 してい く。例えば〈表1>を みると、釜山における日本人の人 口は
1876年 では82人 であったが、1880年 には2,066人 、1890年 には4 ,344人 、1905年 には13,364、
1910年 には21,928人 へと日本人の社会的移住増加が急増している。
16〈 富 山〉とい う地名 は、高麗恭愍 王17年(1368年)に 講究使李夏生が対馬 島に派遣す る時
、白米 千石 を富山浦 か ら搬
出 した とい う記録か ら最初 のく富山〉とい う地名 が発 見で きる。 そ して 『世宗実録地理志』 にもく東莱富 山浦〉と記録 さ
ている。『港都釜 山大探険』東洋文庫、釜山インポネ ッ出版企画部 、2000、15-16頁 。 か ら引用 。
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表11876年 か ら1910年 までの釜山における 日本人の人 ロ
年度 戸数 人 口 年度 戸数 人 口 年度 戸数 人 口
1876 一 82 1885 463 1,896 1900 1,082 6,067
1879 一 700 1890 728 4,344 1905 2,363 13,364
1880 402 2,066 1895 952 4,953 1910 4,508 21,928
出典:井 上 清 磨 『釜 山 を擔 ぐ者 』pp.17-22で 再 整 理.
そして、「釜山日本専管居留地」の初期設定領域は、「草梁倭館」の領域を踏襲して拡大 され




天野太郎氏の作成 している図4「1933年 『釜山府市街図』における竜頭 山周辺地域」によく
み られる。当時の釜山府庁 ・郵便局 ・銀行など市街地主要施設の立地 された位置と釜山府市内
電線の設置状況と市街地拡張のために海岸を埋立て していることなどを確認することができる。
このように、釜山の景観は1900年 前後に、竜頭山周辺の東部を中心に近世倭館からの連続性
と日本人、特に居留民団 ・統監府 ・総督府 といった組織 と鉄道会社のイニシアチブによって、
港湾機能 と鉄道施設を中心とした中心市街地が形成 され、日本 と朝鮮半島、さらには中国大陸














加率比較」、 「釜山の 日本人構成比変化」、 「釜山職業別人口構成比変化」、「洞別人 口構成」、
「1921年と1935年 の釜山市街地の人 口密度調査」などのテーマで調査研究し、当時の釜山の人
口増加になっている社会的要因および現状に関して次のように説明 している。"韓 日合併後、
17前 掲 注1)天 野太郎4-7頁 。
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鋪繍 鸞貔 膿解 鰾 磐 網掛蹴 釜螻難式会社の數 驪を駄
図41933年 「釜 山府市街 図」に おける龍頭山周辺地域
出典:武 田信義 「釜山府市街 図」5500分 の1,1933(部 分)に 加筆




年 度 開 発 事 業 内 容
1887 草梁 日本 専管居留 地設 置(約110,0000坪)
1900 九徳水源池完工
1905 京釜線鉄 道(単 線)開 通(ソ ウル ～釜 山草梁 間)
1908 聖知谷水源池完工
1909 北濱埋立工事完工(41,374坪 釜 山駅 と大橋路 の敷地 とな る)
1912
第1期 港湾工事完工
釜山鑿平完工(営 繕 山を削平 し草梁 と釜 山鎮を連結、港 口と京釜線鉄道 を連 結 した)




釜 山郵便 局～辨天町～南電会社ま で電車 開通 、第1期 釜 山鎮埋立工事完工(144,188坪)、
第2期 ・第3;期 釜 山鎮埋立工事完 工(313,240坪)
1925 宝水町～府庁～中島町まで電車線延長
1926 待風浦(絶 影島)埋 立工事 完工
1927 東莢～温泉場まで電車線延長
1928 大新町まで電車線延長
1932 第1期 南浜(南 港)埋 立工事 完工(44,000坪)
1934 絶影島大橋 完工
1935 絶影島まで電車線延長
1936 釜 山鎮;～浦港間 約47.8㎞ 鉄道 開通、西面一帯 と松 島一帯を釜山府に編入
1939 第2期 南浜(南 港)埋 立工事 完 工(22,340坪)
1940 釜山府に編入された西面地域に対して土地区画整理事業認可
1944 京釜線鉄道(復 線)開 通 伽椰線鉄道 ・釜 田線 鉄道 ・門蜆線鉄道 開通
出典:釜 山市市史編纂委員会 『港都釜 山』2号,1963お よび金義換 『釜山近代都 市 形成史研究』研 文出版
社,1973で 作成.
釜 山の 人 口は 、1914年 に は55,094人 、1920年 に は74,138人 、1930年 に は119,655人 、1942年
に は281,160人 へ と急 成 長 して い る。1914年 か ら1942年 ま で28年 間 に約5倍 の成 長 を み せ 、
1940年 頃 の 釜 山 は 、 朝 鮮 の 第1都 市 ソ ウル と 第2都 市 平 壌 に 次 ぐ第3の 都 市 に な っ て い た
(図5参 照)。 他 方 、韓 日合 併 以 後 、 日本 人 の 人 口増加 は 減少 し、反 面釜 山港 湾 埋 立 て 工事 な ど
に は た ら く朝 鮮 人 労 動 者 が 全 国各 地 か ら流 入 して 、1923年 頃 に な る と釜 山人 口の 増 加 が 急 と
な る 現 象 を みせ る。 そ して 、1921年 頃 の 釜 山 の 職 業 別 人 口構 成 比 か らみ る と朝 鮮 人64.6%が
労働 と商 業 に従 事 して い る反 面 、 日本 人70.3%が 工 業 と商 業 に従 事 して い る。 しか し1933年








の推移」、「朝鮮 ・釜山 ・京城における1906年 ～1940









かったことを原因 とみている。そ して、上述 した




本の都市(札 幌 ・函館 ・仙台 ・静岡)と 植民地都市大連 と比較 し、釜山の人 口増加率が非常に
高いことを指摘 している。 さらに、天野氏は植民地都市における人口を考える上で重要な観点
として、民族別居住地分化の問題 について考察 している。その結果"釜 山では旧日本専管居留






Nむ す び にか えて ～ 新 市 街 地 の 地 名 か らみ る釜 山 の地 域 性
1905年 、韓半島の釜山か ら京城までの京釜鉄道が開通した。また鉄道駅中心の新市街地も
造成 された。ついでに近代植民地都市釜山のラン ドマークとしてルネサンス様式の釜山駅 ・釜
山税関 ・釜山郵便局などの機能性建物も建て られた。その時、新市街地の道路や行政区域にも
日本式地名を付け、朝鮮における日本の存在性を強 くみせかけていたと思うが、現在その地名
は殆 ど残されていない。 しかし、1917年 頃の朝鮮総督府製版の一万分の一の地形図では、そ
の当時の新市街地地名を確認することができる。 ここでは、近代植民都市の釜山、京城、平壌
18前 掲注1)金 鍾園27・35頁 。









街地地名である。 しかし、先に言及するが、釜 山の新市街地の地名は1887年 「釜山日本専管
居留地」の設定か ら本町 ・辨天町 ・琴平町 ・入江町 ・南浜町 ・北浜町 ・幸町 ・西町 ・常盤町 ・
大庁町の 日本式地名を作 り出しているし、また1905年 頃、釜山駅の設置の時、埋立て地区の
市街地に大倉町 ・伸町 ・埋立新町 ・佐藤町 ・相生町 ・池之町などの 日本式地名を付けているこ
とである。すなわち、釜山には開港場としての社会的転換点 と植民都市としての社会的転換点
があるので、植民都市京城 と平壌とは異なる社会歴史的状況が存在するとい うことである。こ
のことに留意 しなが らく表3>か ら着目できる点は以下である。
表31917年 の一万分の一の地形図か ら見る釜 山 ・京城 ・平壌の地名
都市 植民都市の鉄道駅中心の新市街地地名
釜山
本町 ・辨天町 ・琴平町 ・入江町 ・南浜町 ・北浜町 ・幸町 ・西町 ・常磐町 ・大庁町 ・大倉 町 ・
伸 町 ・埋 立新町 ・佐藤町 ・相生町 ・池之町 ・富平町 ・宝水 町 ・緑 町
京城
本町 ・南大門通 り ・太平通 り ・黄金町 ・明治町 ・大和町 ・永楽町 ・南 山町 ・旭町 ・桜井 町 ・
北米倉 町 ・南米倉町 ・御成町 ・吉野 町 ・古市町 ・峯来 町 ・和泉 町 ・茶屋町 ・三角町 ・水下
町 ・長橋 町
平壌
本 町道 ・大和 町 通 ・黄 金 町 ・桜 町 ・浜 町 ・幸 町 ・旭 町 ・西 町 ・南 町 ・東 町 ・八 千 代 町 ・竹
園 町 ・若 松 町 ・柳 町 ・橋 口 町
出典:1917年 の朝鮮 総督府製版 の釜山 ・京城 ・平壌の一万分の一の地形図







































かもしれないが、朝鮮の伝統都市にすでに存在 していた空間秩序に対 して、新 しい政治体制を
象徴する空間秩序の中心位置を変更しようとする意図性のある地名の付け方ではないかと考え
てみた。 とい うのは、京城における 「御成町」、「吉野町」、「明治町」、「南大門通 り」などの地
名が立地された各位置や象徴性 と、そして南山の山麓にく神社〉の立地された位置 と、さらに





と、釜山には京城 と平壌 とは異なる雰囲気の地名が存在 していたことがわかる。言い換えると、
<表3>で 述べている近代植民地都市の 日本式地名のそれぞれの象徴性を考える時、釜山とい
20金 甲得 「釜 山日本専管居留地の建築に関す る研究」 釜山大学校大学院建築工学科 碩士学位論文,1987。
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う場は、 日本人の立場か らも郷土的色彩が存在 していたのではないかと考えてみた。すなわち、
古来から釜山の地域性には、海を舞台にして生きる者の夢を受け取る包容力があった。
【要 旨】
現在 、釜山は韓半島南東部の海 岸に位置す る港湾都市 で、韓 国第2の 大都市で もあるが、近代都市 とし
てのその形成 起源 は、1876年 の開港 を契機 と している。それ も隣接す る 日本 の植 民都市 として 出発 してい
る。 この発 表では、朝鮮時代 と植 民地時代 の釜 山の都市 プランの構 造 と変遷 を考察す ることに よ り、東 ア
ジアの近代歴 史の転換点 に関 して理解 してい きたい。
1開 港前 の釜 山
朝鮮 時代の釜 山景観形成の主要因子 となっていたのは、東 来 邑城 ・鎭城 ・倭館 ・道路 ・駅院 ・場市 ・聚
落 な どである。 これ らの立地 していた位置 と構造 か ら読み取 られ るこ とは、①商業性の道 路発達 が 目立っ。
交易 のため、釜 山鎭城 と釜W浦 倭館か ら東来 邑城 にいたる中心道路が形成 されていたが、その道が現在 の
釜 山中心道 路の骨格 になってい る。②近代植民 地都市 では民族別 居住分化が進んでいたが、朝鮮時代 の釜
山においては、小規模的な住 民人 口のせいか も知れないが、地域構 造の主要 因子 となる鎭城 ・倭館 ・駅 院 ・
場市 ・聚落な どがそれぞれの必要性 によ り混合 され!か 所 に集 中立地 されてい る。す なわ ち、 この点 がナ
シ ョナ リズムの強い近代植民地都市で はあま りみ られ ない朝鮮 時代の特徴的な釜 山景観のひ とつで あるの
ではないか と思われる。
2開 港後 の釜山
1876年 「江華島條約 」締結以後 、朝鮮 の城郭都 市は近代都市へ 転換 する。特に釜山は最初 の開港場 とな
り、1887年 「釜山港 日本居留地管理條約」 によって、 日本 のみ を対象 とした 「釜山 日本帝 國專管居留地」
が設 定 され ることとなる。釜 山の龍頭 山周辺 の東部を中心に近世倭館か らの連続性 と 日本人の居留民 団 ・
統 監府 ・総督府 とい った組織 と鉄道会社 のイニシアチブによって港湾機能 と鉄道施設 を中心 とした市街地
が形成 され、本格 的に釜 山は近代港湾都市 としての骨格 を形成 してい く。 そ して商工業の発達 と人 口増加
のため、1930年 に なると行政 区域 拡大な どの釜 山都 市計画の再整備 を実施 した。1940年 頃には、す でに
釜 山は朝鮮 第1都 市京城 と第2都 市平壤に次 ぐ第3都 市になっていた。
3新 市街 地の地名か らみ る釜山の地域性
1905年 、韓半島の釜 山か ら京城 までの京釜 線鉄道が開通 され た。そ して鉄道駅中心の新 市街 地も造成 さ
れ、新 しい 日本式 地名 がっ け られ た。植 民地時代の朝鮮 の代表的鉄道 中心都市 である京城 ・平壤 ・釜 山な
どの新市街 地の地名 を比較 調査すれば、〈本町〉とい う地名 は共 通的 にみ られ るが、非常 に象徴性 が高いく
黄金 町〉・〈大和 町〉とい う地名 は、釜山にはみ られ ない。 とい うことは、新市街地の地名つ けは植民都 市
プ ランの 目的 を反映 してい ることで もあるが、1917年 の一万分の一の地形図か ら確認 する と、京城 ・平壤
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な どの城郭都 市 と釜山 ・仁川な どの開港場都 市のプ ランの構造 か らわけて配置 していた痕跡がみ られ る。
特に韓半島東 南部海岸 に位 置す る港湾都 市釜山に は、朝鮮 時代 か ら開港場 としての社会 的転換点 と植 民都
市 としての社会 的転換 点があ るので、朝鮮の城 郭都市 か ら近代植 民都 市に変遷す る京城 と平壤 とは異 なる
社会歴 史的状 況が存在す る。 これ ら近代植 民都 市のプ ランでの 日本 式新 地名 の象徴性 を考 える時、釜 山と
い う場 は、 日本人 の立場 か らも郷土的色彩が存在 していた のではないか と考 えてみ た。 すなわち、古来か
ら、釜 山の地域性 には海 を舞台 に生 きる者 の夢を受 け取 る包容力 があった。
【コ メ ン ト】 金 徳鉉
プサンは、今、21世 紀に向けて東アジアの中心都市として浮かびあがるため、経済特区を
推進 している。ここで、一世紀前の20世 紀初めの釜 山を考察 した論文を読む ことは非常に興
味深いと思 う。発表者は 日本帝国主義(日 帝に略称)強 占期の都市発展に焦点を当て、"日本
人に特別な存在であった釜山1"に っいて考察 している。これは現代韓国地理学者たちがこれ











2)こ の論文では詳細に考察 していないが、植民地都市の重要な特性になる原住民 と植民者
達 との居住地分化に注 目したい。近代都市は植民地支配過程で形成されなが ら、植民者達の居
住地が原住民の居住地と違 う所に形成 され、そこが新 しい中心繁華街として成長 し、近代都市




1韓 国歌 手趙容弼 の"帰 れ釜 山港へ"が 日本人が ノスタル ジアを感 じる歌謡 として韓 国歌謡 の中で 日本 人に最 も親近感
を持 たれ る理 由の一つ は"海 から接近す る人の心"を 歌 ったか らである と思われ る。
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